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成果の概要 
京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科 

アフリカ地域研究専攻 

博士課程 4年生 彭宇潔 

学会の概要 

アフリカ研究者たちはアフリカの地理的多様性に注目し、各分野でそこの人、物、

資本、アイディアなどに関する動きを調べている。アメリカのアフリカ研究学会年次

大会は南半球の人々または南と北の間の人々の動きだけではなく、国境紛争・環境変

動・外的勢力を監視するために設置された組織なども含まれている。山・砂漠・湖・

海など地域間の移動に利用される鉄道、飛行機、車などの交通道具について調査して

いる。また、境界線を横断するアフリカ人たちの宗教、民族性、ジェンダー、言語、

性的問題などについて論議を行う。このソーシャルメディアとテクノロジーの時代で

は、アフリカ又はアフリカの他国の間でアイディア・シンボル・もののコモディティ

化の影響に関する調査も行っている。当学会は、このような動きによって人間関係の

構築・維持・再構成に強く関心を寄せている。 

 アフリカ研究学会年度大会は世界中のアフリカ研究者の最大なる集会である。約

2000 人の学者と専門家が出席される本大会は 200 以上のバネル、ラウンテーブル、

学術会議、専門会議、イベント、学会賞だけではなく、ディスカッショングループ、

国際展覧ホール、また、アフリカ研究者たちへ感謝を表す映画の上映も提供される。

この年度大会は北アメリカの有名な大学と博物館により主催され、アメリカ大陸、ア

フリカ、アジア、ヨーロッパから参加者による発表を行われる。 

 

＜発表タイトル＞ 

Continuity and Diffusion of Body Modification among the Baka Hunter-Gatherers 

(狩猟採集民バカにおける身体加工の伝承と伝播) 

 

発表の概要 

カメルーン共和国東南部のバカは、中部アフリカ熱帯雨林地域で暮らしているピ

グミー系ピグミー系狩猟採集民の一つである。彼らは治療や祈願のために体に治療痕

を残す一方、前歯加工、刺青、火傷瘢痕、ピアシングのようなおしゃれのための身体

加工も見られる。バカの面部、上腕部、胸部、腹部、腰部と脚部に観察された刺青は

バカの中で最もデザインの多様性に富む身体加工である。 

バカの刺青には昔からある「伝統的刺青」とアメリカンタトゥーに似ている「現



代的タトゥー」の二種類がある。「伝統的刺青」は短い線と小さい方形で構成される

が、「現代的タトゥー」はアルファベット（ほとんどは本人の名前）、葉、サソリ、ヘ

ビなどが若いバカの中で人気がある。 

 本発表では私が 2010 年から 2013 年にかけて計 52 週間で、カメルーン共和国東部

州で暮らす 1100 人余りのバカを対象として現地調査を行った結果について報告し

た。刺青のデザインに対してジェンダー・世代・氏族・地域・民族・個人などという

異なる角度からデータを分析する。また、それに関する技術の学習と伝承について議

論を行った。 

今回の第 56 回アフリカ研究年次大会のテーマ「Mobility, Migration and Flows」

に合わせて、私はバカの身体装飾の伝達を彼らの移動に注目して議論を行った。ピグ

ミー系狩猟採集民のライフスタイルに移動的生活という特徴があるが、1950 年代カ

メルーン政府が定めた道路沿いの定住生活政策により、バカたちは近隣のバンツー系

農耕民と同じに、定住集落を作り、昔森の中で移動しながらキャンプを廃棄したり作

り出したりする純粋な移動性の高い生活と大きく変わったが、毎年定期的な森生活と

集落間の移動がそれほど変わっていない。私はこれまでの広域と定点で行った聞き取

り調査により、バカたちの移動にはジェンダーの差が見られることを明らかにした。

身体装飾文化において主導的な女性達は、よく知っている集落、地域間で頻繁に移動

し、その移動によって、身体装飾の技能やデザインなどを地域間で伝わったのである。

女性たちの移動は限った範囲の中だけであるが、施術者と施術を受けた人々が各自の

範囲内で移動によって、それにそれぞれの移動範囲が重なっていて、身体装飾の地域

差をこのような移動によって無くされたと考えられる。一方、男性たちの移動は女性

よりもっと探検的で、特に思春期に入った男子は知らないところまでの移動がよく見

られる。さらに、男子の方は新しい技能や装飾に関心が高く、チャレンジ精神も高い

ということが明らかである。従って、バカの男性はたとえ身体装飾の主導者でなくて

も、身体装飾文化を更新して行く先駆者と言っていいのである。 
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